
施策コード 事業名称 部局名 所属名 シート区分 ページ

11121 地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 2

11121 地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター）公立分 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 4

11122 公立保育所仮設園舎設置事業(待機児童特別対策） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 6

11123 松山市保育所等職員研修事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 8

11123 障害児保育支援事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 9

11123 施設型給付保育所事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 10

11123 延長保育事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 12

11123 一時預かり事業（私立分） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 14

11123 産休等代替職員費補助金 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 16

11123 地域型保育給付事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 18

11123 病児・病後児保育事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 20

11123 施設型給付認定こども園事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 22

11123 商店街保育事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 24

11123 幼稚園長時間預かり保育支援事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 26

11123 保育士等確保支援事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 28

11123 待機児童対策・保育の質向上事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 30

11123 保育所事務費 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 32

11123 保育所事業費 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 33

11123 一時預かり事業（公立分） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 34

11122 保育園庭芝生化事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 36

11123 市立幼稚園預かり保育事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 38

11124 地域保育所施設運営補助事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 40

11124 事業所内保育施設整備促進事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 42

11132 地域保育所保育料補助事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 44

11132 子育てのための施設等利用給付事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 46

11121 児童措置費国庫負担金等精算返納事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 48

21123 公立保育所整備事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 49

11123 施設型給付幼稚園事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 51

41111 幼稚園事務管理費 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 53

41116 私立幼稚園園児健康診断補助金 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 54

41131 幼稚園庭芝生化事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートB 56

11132 ベビーシッター等利用料助成事業（新型コロナウイルス対応） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 58

19999 保育士等感染症対策相談・支援事業 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 59

11132 認可外保育施設利用料減免事業（新型コロナウイルス対応） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 60

11123 新型コロナウイルス感染症対策事業（私立分） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 61

11123 新型コロナウイルス感染症対策事業（公立分） 保健福祉部（子ども・子育て担当） 保育・幼稚園課 シートA 62

事務事業一覧表
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11121 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 7 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

2 2

① 地域子育て支援拠点について、内容の充実とともに、より効果的な周知啓発に取り組み、多くの方に利
用してもらえるよう努めます。また、空き家を地域資源と捉えた子どもの居場所づくりを検討します。

26,503

0

(A)-(B)

主な取組み内容

主な取組み内容の
達成度

28,333

82,700

31,249

0

31,249 28,333

-1,180

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳 その他 0

一般会計 児童措置費

子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、松山市子ども・子育て支援事業計画

地域子育て支援センターを保育所等内に設置することで、子育てについての相談や、地域の特性を生かした活動を行い、地域とのつながりの場を提供することを目的とする。

親と子が集える拠点づくりの推進

負担の有無 3:負担する性質でない

始期・終期（年度）

地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター）
事務事業名
（施策コード）

1-2:自治事務（できる
規定あり）

2:委託

中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

民生費 児童福祉費

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

令和2年度

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

利用者数が減少傾向にある。その背景には、新型コロナウイルスのほか、入園の低年齢化、保育料無償化等も関係すると考えられる。支援センターでの活動を経験しないまま仕事復帰、保
育所等入園を迎える親子もいるので、周知の幅を広げていく必要がある。

0

国支出金

0

28,334

R3年度の目標

今後も引き続き事業の周知等に努め、新規利
用者の確保や、親子の交流の場所としての
ニーズにこたえるよう努める。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

本事業は、平成２７年度から開始した子ども・
子育て支援新制度の中で、「地域子ども支援
事業」に位置付けられている。より地域に根ざ
した、子育て家庭の身近な親子交流や子育て
相談が出来る場の担い手になることを目指
す。

私立保育所5園、認定こども園5園で地域子育
て支援センターを実施。（実施数は計画上、今
後増やさない見込みである。）

0

委託料：82,700千円 委託料：85,000千円

流用：1,180千円

保育所等に設置する地域子育て支援センターで、親子のふれあいの場の提供や育児講座を行い、地域の親子を支援する。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

左記の理由 地域の子育て家庭のニーズに応じて、感染対策をとりながら実施しているため。

1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性

新型コロナウイルスの影響で、利用者は大きく減少したが、各施設で、できる限り事業が実施できた。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

0

20,202

予算執行残額　（単位：千円）

核家族化の進行、出生率の低下等に対応して、地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、子育て家庭の支援活動の企画、調整、実施を担当する職員を配置する。
保育所等で「子育て家庭等に対する育児不安への相談指導」、「子育てサークル等への支援」、「地域の保育需要に応じた特別保育事業の積極的な実施」等を行う地域子育てモデル事業
が平成５年から実施され、平成７年度には地域子育て支援センター事業として一般事業化された。

「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

背景
（どのような経緯で開始した

か）

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

地域の未就園児とその保護者（主として概ね３歳未満の児童及び保護者）
乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その他を行う。
①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
②子育て等に関する相談、援助の実施
③地域の子育て関連情報の提供
④子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月１回以上）

79,510

26,503

26,504

終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

現計予算額 (A)　（単位：千円）

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 ９４８－６８７２

西岡　英治 好光　慎吾 巻田　直樹

一般財源

総合戦略

事業の目的
（どのような状態にするか）

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

取組み

川﨑　俊彦 難波　浩治 松井　しのぶ

主な取り組み

政策

R2年度R元年度

79,510

R2 予算措置時期

松井　しのぶ

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度

担当グループ名 教育保育支援

市債

県支出金

決算額 (B)　（単位：千円）

①つながる未来を応援する（少子化対策）

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実1361

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 ９４８－６８７２

西岡　英治

81,520 85,000

R3年度

受益者負担の状況

2



＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 10

実績値 達成年度 R４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 25,000

実績値 達成年度 R４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

最終目標値の
設定の考え方

最終目標値の
設定の考え方

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

園

私立保育所や認定こども園での実施状況を示すものであるため。

100

R4年度

本指標の設定理由

実施施設数

最終目標

本指標の設定理由

1010

子ども・子育て支援事業計画で設定した確保の内容（設置か所数）を
目標値とする。

100

指標名 R元年度 R2年度 R3年度

活動指標

（3つまで設定可）

指標の種類

本指標の設定理由

10

指標の種類

目標達成度 H30年度

組
25,000 25,000 25,000

93

23,257 12,26724,396

70

35,000 25,000

49

年間参加組数

過去の年間実績数を基に、目標値を設定。

本指標の設定理由

最終目標値の
設定の考え方

指標の種類

指標の種類

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

本指標の設定理由

最終目標値の
設定の考え方

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

10

10 10

100

10 10

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

本指標の設定理由
本事業の目的を示す指標であるため。

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標
認定こども園、私立保育所の協力で実施箇所の維持ができた。引き続き各地域で子育て家庭の交流の場を開設することにより、育児不安の解消、子育ての孤立化防
止等を図ることができた。

成果指標
年間参加組数は、新型コロナウイルス等の影響もあり、やや減少傾向にあるものの、利用していただいた保護者の育児不安の解消等に寄与した。今後も利用者の
ニーズに合わせた内容を計画し、引き続き利用者数が増加するよう努める。

成果指標

（3つまで設定可）

最終目標値の
設定の考え方

最終目標値の
設定の考え方

3



令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11121 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 7 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

平成２７年度から開始した子ども・子育て支援
新制度の中で、「地域子ども支援事業」に本事
業は位置付けられている。より地域に根ざし
た、子育て家庭の身近な親子交流や子育て相
談が出来る場所の担い手になるよう目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

公立直営保育所（久米・粟井・味生・松山保育
園）を拠点とした地域子育て支援センターを実
施。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

幼稚園や保育所、認定こども園等に入所する前の子育て家庭が、互いに集える場所として気軽に利用で
き、地域に根ざした子育て支援の提供の場となったため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 地域に根ざした子育て支援の提供の場となったため

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 876 1,085

主な取組み内容

平成２７年度から開始した子ども・子育て支援新制度の中で、「地域子ども支援事業」に本事業は位置付けられている。より地域に根ざした、子育て家庭の身近な親子交流や子育て相談が出
来る場所の担い手になるよう目指す。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

需用費：1,664千円 需用費：2,066千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0

一般財源 886 788 1,145

865 767 1,124

市債 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 2,636 2,342

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 885 787 1,144

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 3,512 3,427 3,413

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

核家族化の進行、出生率の低下等に対応して、地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、子育て家庭の支援活動の企画、調整、実施を担当する職員を配置する。
保育所等で「子育て家庭等に対する育児不安への相談指導」、「子育てサークル等への支援」、「地域の保育需要に応じた特別保育事業の積極的な実施」等を行う地域子育てモデル事業
が平成５年から実施され、平成７年度には地域子育て支援センター事業として一般事業化された。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

地域の未就園児とその保護者（主として概ね３歳未満の児童及び保護者）
乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その他を行う。
①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
②子育て等に関する相談、援助の実施
③地域の子育て関連情報の提供
④子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月１回以上）

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

地域子育て支援センターを保育所内に設置することにより、子育てについての相談や地域の特性を依あkした活動を行い、地域とのつながりの場を提供することを目的とする。また、未就園
児とその保護者の子育て支援を行う貴重な施設にもなっている。

親と子が集える拠点づくりの推進
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 1361

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
① 地域子育て支援拠点について、内容の充実とともに、より効果的な周知啓発に取り組み、多くの方に利
用してもらえるよう努めます。また、空き家を地域資源と捉えた子どもの居場所づくりを検討します。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 松井　しのぶ

事務事業名
（施策コード） 地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター）公立分

1-2:自治事務（できる
規定あり）

1:直営

巻田　直樹 松井　しのぶ

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 ９４８－６８７２

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 ９４８－６８７２

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 4

実績値 達成年度 R４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 10,000

実績値 達成年度 R４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 既存の公立直営保育所を拠点として、事業を実施できた。

成果指標
各拠点センターが積極的に広報活動を行っているが、新型コロナウィルス感染症の影響により利用者数は減少しているが、利用された保護者の育児不安解消等に寄
与した。利用者のニーズに応じた支援に、引き続き努めていく。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

過去の年間実績値を基に、目標値を設定。

本指標の設定理由
本事業の目的を示す指標であるため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

10,000 10,000

10,338 9,935 4,451

成果指標

（3つまで設定可）

年間参加組数
組

11,500 11,500 10,000

90 86 45

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

他施設と調整しながら、公立直営園での実施数は維持継続の方針で
あるため

本指標の設定理由
公立直営の保育所での実施状況を示すものであるため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

4 4

4 4 4

活動指標

（3つまで設定可）

実施施設数
園

4 4 4

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11122 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 25 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

現在、仮設園舎を設置している味生保育園、
つばき保育園に加え、新たに生石保育園に設
置することで、受入児童数の増加を図るととも
に、待機児童数の減少に繋げる。 R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

令和2年度に引き続き、児童の受入を行うた
め、味生保育園及びつばき保育園の借上げ
リース契約を継続する。また、新たに生石保育
園に仮設園舎を設置する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

将来的な保育ニーズの増加要因や減少要
因、保育園の保育士数等を踏まえ、当面の間
は、味生・つばき・生石の3園に仮設園舎を設
置することで、児童の受入数を増やす。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

・保育所等利用児童数は増加傾向にあり、保育ニーズは高い状況にある。
・しかし、少子化が進む現状では、各地域の保育ニーズも減少傾向に転ずる可能性がある。
・全国的に保育士の確保が難しい状況だが、保育士が確保できている保育園であれば、仮設園舎を設置することで受入児童数の増加を図ることができる。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

仮設園舎は、通常の園舎と変わらない環境での保育が実施できており、受入数の増加にも貢献している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 受入児童数が増加することで、待機児童数の減少に繋がった。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 70 67

主な取組み内容

保育園仮設園舎の借上げ

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

使用料及び賃借料3,189千円 工事請負費:8,942千円
使用料及び賃借料:4,235千円
備品購入費:2,000千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 3,131 3,189 15,177

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 3,131 3,189

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 3,201 3,256 15,177

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）
市内南部及び西部地域での宅地開発により、保育需要が急増したため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

【対象】
主に市内南部及び西部地域の、保育を必要とする就学前の児童
【事業内容】
市内南部及び西部地域の公立保育所の園庭に仮設園舎を設置し、受入れ児童数を増やした。仮設園舎は、当初2年間のリース契約として、平成27年9月までの期間で設置したが、リース期
間終了後の当該地域の保育需要の見込みが増加傾向で推移していたため、期間を延長し、再リースを行うこととなった。今後も保育需要の推移により、期間の延長を判断することとしてい
る。

事業の目的
（どのような状態にするか）

第2期松山市子ども・子育て支援事業計画に基づき、待機児童解消を図るため、待機児童の多い市内南部及び西部地域に、応急的な対応として公立保育所の園庭に仮設園舎を設置する
ことで、児童の受入数を増やすことを目的としている。

保育施設の整備
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づくりを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に
適切に対応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 122

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 第2期松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 八塚　直人 今出　靖

事務事業名
（施策コード） 公立保育所仮設園舎設置事業(待機児童特別対策）

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

大西　一成 大森　康喜

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設整備 948-6998

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設整備 948-6998

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 85

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 仮設園舎設置により、児童の受入れができているが、保育士不足等、他の要因もあり、目標人数の達成が難しい。

成果指標 保育需要は今後も増加する見込みであるため、引き続き事業を実施して保育の場を提供していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため。

本指標の設定理由

本事業の達成度を示す指標であるため。
（実績値は、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数値を記
載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

0 0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 1:単年度での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

設置した仮設園舎を活用して受入児童数を増加させることで、本市の
待機児童数の減少につながるため。

本指標の設定理由
仮設園舎の設置による効果を表す指標であるため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

70 85

58 59 45

活動指標

（3つまで設定可）

仮設園舎での受入児
童数

人
70 70 70

83 84 64

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

2 2

R3年度の目標

保育の質の向上と保育士等が知識技能を修
得し、保育士の資質向上を図る。
年間６回開催予定とする。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・各種研修会への出席
・松山市保育会への研修委託

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

新たに市の認可事業となった地域型保育事業
（小規模保育等）事業者等への研修案内を増
やして、研修への参加を啓発していく。また、
職場への定着につながるような研修を行って
いく。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

保育士確保が困難になっている。その現状を踏まえ、保育士の定着に向けた研修・保育の質向上に向けた研修がさらに求められている。令和2年度は新型コロナウィルス感染症の影響により
開催できず文書開催になったものもあったが、今後も継続して、保育の質向上に向けた研修の開催を行っている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

新型コロナウイルス感染症の影響で、計画通りの研修が実施できなかった。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 公立、私立の各保育所等から研修への出席があり、保育の資質向上に寄与できたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 622

主な取組み内容

・松山市保育会への研修委託の実施

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料：378千円 委託料：1,000千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 500 189 500

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 1,000 378

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 500 189 500

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 1,000 1,000 1,000

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保育の質を向上するため、保育士や給食調理員に対する研修の実施が必要であるため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市内の認可保育所（認定こども園保育所機能部分含む）に勤務する職員、地域型保育施設（小規模保育）等の職員を対象としている。

・中堅保育士、主任保育士、給食担当者などの研修会を松山市保育会に委託して実施。
・全国保育研究大会や四国ブロック保育研究大会などの各研修会からの派遣依頼を受けて、市職員が研修会に参加。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

保育士や給食調理員に対する研修を行うことにより、保育の質の向上を図ることを目的としている。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 保育所保育指針

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 松井　しのぶ

事務事業名
（施策コード） 松山市保育所等職員研修事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

2:委託

巻田　直樹 松井　しのぶ

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6872

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6872

西岡　英治 好光　慎吾
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

昨年度より継続して、各園・児童館を訪問し相
談対応を行う。
各種研修会への参加により、相談対応職員の
資質向上を図る。 R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

各保育所・児童館に訪問し、相談対応。
電話相談。
親子教室や前向き子育てプログラムによる、子
どもの発達に不安がある保護者支援。
障がい児保育に関する研修への参加。
市内保育所等職員への研修開催。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

対象児の多様化と増加傾向にあることから、相
談体制の拡充と関係機関との連携強化。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

発達障がいが疑われるが、子どもを取り巻く環境などから支援に結び付きにくいケースがあり、対応が難しい。
相談件数は増加傾向にある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

当初見込んでいた同等程度の相談があった。また、例年通りの研修会に参加することができた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 障がいのある子どもや、その保護者への支援ができている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 218

主な取組み内容

各保育所、児童館に訪問し相談対応
保育所等や保護者からの電話相談
障がい児保育に関して研修の参加
市内保育所等への障がい児について、職員研修開催
親子教室での育児に不安のある保護者支援

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

報償費：234千円 報償費：319千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 213 210 341

114 88 117

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 554 475

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 227 177 235

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 554 693 693

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

障がい児や発達が気になる子どもを受け入れるにあたり、保育士等の質の向上を図る必要があり、研修体制を整備するもの。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

市内在住の障がいがある子ども、発達が気になる子どもとその保護者
市内幼稚園・保育所・認定こども園・地域型保育所等の職員
保育所等を利用している障がいがある子ども、発達が気になる子どもの保護者に対する相談の実施
子育てや子どもの発達に不安がある保護者とその保護者が保育所体験をし関わり方を学ぶ。
障がい児支援に関する各研修会への参加
障がい児保育支援に関する研修会の開催を行い、担当職員の資質の向上を図る。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

各保育所等で障がい児等の相談を受ける事により、保育所等に入所している障がい児及び発達が気になる子どもの保護者に対する支援を行うことを目的とする。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 三好　洋子

事務事業名
（施策コード） 障害児保育支援事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

7:その他

巻田　直樹 越智　恵子

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育支援 948-6872

西岡　英治 好光　慎吾
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 27 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

保育所等の運営に関する経費を委託料として
適切に支弁する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

各施設からの加算認定の申請に基づき、入所
児童数を確認したうえで、適切に委託料を支
払う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

概ね予定通りに事業が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 適切に運営費を支弁することにより、各施設での教育・保育を実施することができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 64,921

主な取組み内容

私立保育所に対し、運営等に関する費用を運営委託料として支弁する。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料：2,280,968千円 委託料：2,420,883千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による減あり

その他 330,889 196,771 203,242

一般財源 609,048 491,089 617,982

491,264 475,831 533,903

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 2,413,679 2,282,374

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 982,478 1,118,683 1,067,757

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 2,413,679 2,347,295 2,422,884

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

平成２７年度からの子ども・子育て支援新制度の創設に伴い、私立保育所を対象とした財政支援制度として開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

私立保育所にかかる運営費を、私立保育所へ委託料として支出している。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

松山市子ども・子育て支援法施行条例、松山市子ども・子育て支援法施行細則に基づき、世帯の収入に
応じた金額を負担。

事業の目的
（どのような状態にするか）

子ども・子育て支援新制度を円滑に実施するため、私立保育所に係る経費を支弁することにより、保育を必要とする子どもに対する保育の提供と地域の子育て支援の場となることを目的とす
る。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

1-2:自治事務（できる
規定あり）

2:委託

武井　晶

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 948-6882

西岡　英治 好光　慎吾

運営

鴨川　信介

川﨑　俊彦 河野　浩武 武井　晶

事務事業名
（施策コード） 施設型給付保育所事業
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 8,615

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

松山市子
ども・子育

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度 令和3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 入所定員に対して、高い入所率となっており、保育所での保育実施が適切に行われている。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き事業を実施して保育の場を提供していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため。

本指標の設定理由

本事業の目的とする指標であるため。
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

0 0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

目標値は、前年度の申し込み数であり、事業の実施上、参考となる指
標であるため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

7,387 7,523

活動指標

（3つまで設定可）

保育所等入所児童数
人

7,324 7,655

101 98

8,225

8,413

102

8,399

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

8,615
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

昭和 59 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

保護者のニーズに合った適切な延長保育を実
施する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

各施設からの負担金申請に対し、平均対象児
童数、実施延長時間、実績報告書等を確認、
精査したうえで、適切に給付を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定通りに事業が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 事業実施により、保護者の就労条件に合った保育が可能になり、保護者の利便性が向上した。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 18,303

主な取組み内容

保育所等で延長保育を実施。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：51,539千円 負担金補助及び交付金：69,677千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による減あり

その他 0 0 0

一般財源 24,787 14,760 23,893

22,786 16,946 22,892

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 70,359 51,539

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 22,786 19,833 22,892

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 70,359 69,842 69,677

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保護者の就労形態の多様化に伴う延長保育の需要に対応し、児童福祉の向上を図るため、開所時間を超えた保育を取組む場合に補助を行うことで安心して子育てができる環境を整備し、
事業を開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象：松山市内の認可保育所等に入所中の児童(保護者）。
負担金交付先：私立保育所、私立認定こども園、小規模保育事業実施施設、事業所内保育事業実施施設

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

施設により異なる。

事業の目的
（どのような状態にするか）

保護者の就労形態の多様化及び通勤時間の増加等に伴う延長保育の需要に対応することにより児童福祉の増進を図る。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1345

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
⑤ 通常の保育時間以外に保育する「延長保育」、一時的に保育が必要となった際の「一時預かり」、病気
の子どもを家庭で保育できない場合に医療機関で保育する「病児・病後児保育」など、保護者の育児への
負担感の軽減や、子育てと就労との両立支援に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

④子育て支援の充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、松山市延長保育事業実施要綱、松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 河野　浩武 﨑山　莉絵

事務事業名
（施策コード） 延長保育事業

1-2:自治事務（できる
規定あり）

5:補助金・負担金

鴨川 信介 﨑山　莉絵

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6412

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6412

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 90

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 3,563

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 就労形態の多様化等に伴う延長保育のニーズの増加に対応できている。

成果指標 利用人数の減少には、新型コロナウイルス感染症の影響による景気の悪化から就労者が減少したことや、働き改革による時間外労働の減少の影響が考えられる。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

松山市子ども・子育て支援事業計画に基づく量の見込みを目標として
いる。

本指標の設定理由
保護者の就労形態の多様化等に伴うニーズに対応するため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

3,563 3,563

3,637 3,587 3,339

成果指標

（3つまで設定可）

利用人数
人

3,189 3,180 3,641

114 113 92

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

共働き家庭の増加、働き方改革などを踏まえて設定。

本指標の設定理由
保護者の就労形態の多様化等に伴うニーズに対応するため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

90 90

92 90 112

活動指標

（3つまで設定可）

実施施設
施設

91 90 90

101 100 124

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

一時保育が必要な児童が、何時でも利用でき
る状態をめざす。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

保育士の確保状況などを踏まえながら、事業
実施施設の増加に取り組む。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業未実施施設に対し、事業の周知や実施を
促すことで、待機児童の受け皿の増加に努め
る。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

新型コロナウイルスの感染拡大等に伴い、施設が受入数を縮減している場合や、一時的に一時預かり事業を停止した施設があったため、十分な受け皿を準備できない場合がり、利用児童
数の減少につながった。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定通りに事業が実施できたため

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 待機児童の受け皿として寄与している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 246,063 80,291

主な取組み内容

保育所等で一時預かり事業を実施。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料216,944千円 負担金補助及び交付金295,501千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による減あり

その他 0 0 0

一般財源 -204,471 28,256 98,501

171,443 84,882 98,500

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 241,974 216,944

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 275,002 103,806 98,500

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 488,037 297,235 295,501

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保育所等を利用していない家庭でも、日常生活上の突発的な事象や社会参加などにより、一時的に家庭での保育が困難となる場合がある。また、育児疲れによる保護者の心理的・身体的
負担を軽減するための支援として事業が開始された。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市に在住の未就学児や里帰り出産等で一時的に保育を必要とする子どもに対して一時預かり事業を実施する施設に対して、委託料を支払う。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

施設により異なる。

事業の目的
（どのような状態にするか）

保護者らの就労や、傷病・入院、災害・事故、育児等に伴う心理的・肉体的負担の解消などにより、緊急且つ一時的な保育の実施を促進するため、一時預かり事業の実施に必要な運営費等
を支払う。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1345

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
⑤ 通常の保育時間以外に保育する「延長保育」、一時的に保育が必要となった際の「一時預かり」、病気
の子どもを家庭で保育できない場合に医療機関で保育する「病児・病後児保育」など、保護者の育児への
負担感の軽減や、子育てと就労との両立支援に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

④子育て支援の充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、松山市一時預かり事業実施要綱、松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 河野　浩武 藤堂　裕人

事務事業名
（施策コード） 一時預かり事業（私立分）

1-2:自治事務（できる
規定あり）

2:委託

鴨川　信介 藤堂　裕人 宗岡　愛

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6224

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 85

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R2年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 認定こども園や小規模保育事業の増加などにより、目標値に達した。

成果指標
保育需要が増加するなか、一時預かり事業の利用対象者は保育園への入園を希望している保護者だけでなく、リフレッシュを目的とした保護者も利用しており、今後
も引き続き利用ニーズはある見込みである。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由

本事業をより効果的に実施することにより待機児童の解消の一助を担
うため。
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

実施施設数を増やしたいものの、保育士の確保が難しい状況などを
踏まえて設定。

本指標の設定理由
より多くの子どもを預かることのできる環境を作るため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

85

82 85 88

活動指標

（3つまで設定可）

実施施設数
施設

80 85 85

100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 12 ～ 令和 2

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

2 2

R3年度の目標
R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

保育体制強化事業の活用などにより保育士の
負担軽減を図り、保育士確保につなげていく。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

全国的に保育士の確保が難しい状況であること。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

保育士の確保策等を検討する必要がある。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 保育士の確保の可能性が高まる施策であるため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 2,880 2,238

主な取組み内容

産休等代替職員費補助金の概要を改めて各施設に周知していたが、全国的に保育士の確保が難しい状況などを受けて、申請する施設はなかった。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

令和3年度から事業廃止

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

令和3年度から事業廃止

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 0

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 2,880 2,238 0

始期・終期（年度） 終期の種別 1:事業の終了時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

私立保育所等の職員が出産等により長期間にわたって継続して休暇を必要とする場合に、代替職員を臨時的に雇用する費用の一部を補助することで、施設の負担の軽減や児童の処遇を
確保することが必要となったため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

産休等代替職員の賃金が補助対象。補助の対象となる期間は、出産の場合は産前8週間（出産予定日を含む）から産後8週間を経過するまでの期間。病休の場合は職員が休業を開始して
30日を経過した日から起算して60日を経過するまでの期間内で、その職員が休業を継続する期間。
補助額は市長が定める額。交付先は社会福祉法人等の長。
市は、私立保育所等からの申請を受けて補助金の交付を行う。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

私立保育所等の職員が出産又は疾病のため、長期間にわたって継続する休暇を必要とする場合、その職員の職務を行わせるための代替職員を臨時的に任用する私立保育所等に対し、雇
用に要する費用を予算の範囲内で補助することにより産休等職員の母体の保護や療養の保障を図るとともに、私立保育所等での児童の処遇を確保することを目的とする。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市産休等代替職員制度実施要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 河野　浩武 武井　晶

事務事業名
（施策コード） 産休等代替職員費補助金

1-2:自治事務（できる
規定あり）

1:直営

鴨川　信介 武井　晶

令和2年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 3

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 10

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 産休を取得する職員が所属する施設は予測が困難であるため、実施施設は目標を下回っているが、今後も引き続き、各施設の保育士確保に寄与したい。

成果指標 産休を取得する職員は、予測が困難であるため、補助人数は目標を下回っているが、今後も引き続き、各施設の保育士確保に寄与したい。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 1:単年度での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

これまでの実績と、全国的に保育士等の確保が難しくなっていることを
踏まえて設定。

本指標の設定理由
補助人数の増は各施設で代替職員が雇用されていることになり、子ど
もの受入れの継続及び保育の質の維持向上に資するため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

10

4 0 0

成果指標

（3つまで設定可）

補助人数
人

10 10 10

40 0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

これまでの実績と、全国的に保育士等の確保が難しくなっていることを
踏まえて設定

本指標の設定理由
実施施設数の増により、子どもの受入れの継続及び保育の質の維持
向上に資するため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

3

2 0 0

活動指標

（3つまで設定可）

実施施設
施設

3 3 3

66 0 0

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 27 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名

西岡　英治 好光　慎吾

運営 948-6412

川﨑　俊彦 河野　浩武 河野　浩武

事務事業名
（施策コード） 地域型保育給付事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

5:補助金・負担金

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

鴨川　信介 﨑山　莉絵

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

事業の目的
（どのような状態にするか）

地域型保育事業に対する給付で、小規模保育、事業所内保育を実施する施設の運営に係る経費を支弁することにより、待機児童の中心である３歳未満児の保育需要を満たす。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

背景
（どのような経緯で開始した

か）

平成２７年度から施行した「子ども・子育て支援新制度」で、新たに市町村の認可の事業となった。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市内の地域型保育事業（小規模保育事業・事業所内保育事業・家庭的保育事業）に対する運営費の支弁。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

松山市子ども・子育て支援法施行条例、松山市子ども・子育て支援法施行細則に基づき、世帯の収入に
応じた金額を負担。

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 1,206,935 1,266,598 1,331,174

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

288,059 212,597 324,328

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 1,206,631 1,239,293

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 576,093 559,846 648,627

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：1,239,287千円 負担金補助及び交付金：1,331,084千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 342,479 466,850 358,219

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定通りに事業が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 適切に運営費を支弁することにより、各施設での保育を実施することができたため

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 304 27,305

主な取組み内容

小規模保育施設24施設、事業所内保育施設8施設への運営費の支弁

R3年度の目標

地域型保育事業の運営に関する経費を負担
金として適切に支弁する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

各施設からの給付費の申請に対し、入所児童
数や加算内容等を確認、精査したうえで、適
切に給付を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし。
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 575

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

565 603

活動指標

（3つまで設定可）

利用定員に対する入
所児童

人
554 558

102 108

各年度で定員に対する入所率を確認することによって、事業の実施状
況を確認する。

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

３歳未満児の保育供給量を把握するため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

0 0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

626

112

575 575558

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 入所定員に近い入所率となっており、地域型保育事業での保育の提供が十分に行われている状況である。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き3歳未満児の保育供給量を確保していく必要がある。

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由
本事業の目的とする指標であるため。
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 13 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

病児・病後児保育のICT化を進め、利用者の
利便性向上や、利用ニーズの回復を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

４施設に事業を委託し、病児・病後児保育を
実施する。
また、スマートフォン等から、病児保育施設の
予約・キャンセル等を可能とするシステムを構
築し、導入を図る。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

病児・病後児保育のICT化の推進や、感染防
止対策の徹底を図る。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

新型コロナウイルス感染症流行に伴い、全国的に病児保育施設の利用率が落ち込んでいる。感染防止対策の徹底や、利用ニーズの回復が喫緊の課題。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

利用ニーズに対して十分な量の確保ができたため。
また、病児保育のICT化について、具体的な検討が行えたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 病気の子どもを病児保育施設で預かることにより、保護者の仕事と子育ての両立の支援ができているため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 26,989

主な取組み内容

保護者の就労等で、家庭で保育できない病気中の子どもの一時的な預かり保育を市内４施設で実施。うち、２施設では、保育所等から同施設までの送迎対応も行っている。
連携事業に基づき伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町に居住する小学６年生以下の子どもも、施設の利用が可能。
令和２年度は、利用者の利便性向上や、病児保育施設の利用率向上を目的として、予約システムなど病児保育のICT化について検討を行った。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料：95,532千円 委託料：121,521千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 39,757 34,588 44,078

38,252 30,472 36,934

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 116,294 95,532

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 38,285 30,472 40,509

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 116,294 122,521 121,521

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

少子化問題検討委員会の提言を受け、新規事業として、平成13年度から乳幼児健康支援一時預かり事業を実施し、その後「病児・病後児保育事業」に名称変更。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

利用料金：日額2,000円、市町村民税均等割のみが課税されている世帯：1,000円（生活保護受給世帯・市
町村民税非課税世帯は無料）

松山市内に居住、または連携事業に基づく伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町に居住する小学校6年生以下で、疾患の回復期又は回復期に至らず、集団での保育又は教育が
困難かつ保護者の就労の状況等やむを得ない事由により、家庭での保育が困難な児童を一時的に預かり保育を行う病児保育実施施設に委託料を支出する。

事業の目的
（どのような状態にするか）

保護者の子育てと就労の両立を支援することを目的とし、保護者が就労している場合等で、病気中の子ども（小学6年生まで）を家庭で保育できない場合に、病児保育実施施設にて一時的
な預かり保育を行うほか、保育中に体調不良となった子どもの保育所等から同施設までの送迎を行う。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1123

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
① 就労継続を希望する女性が、結婚・妊娠・出産等を機にキャリアを断絶することがないよう、また、そのタ
イミングを機に正規・非正規転換が起こることのないよう、さらに、その不安を理由とした未婚化や晩産化を
防止できるよう様々な取組を行います。

①ライフデザインの構築

②子育て世帯のためのキャリア支援

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、松山市病児・病後児保育事業実施要綱、松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

病児・病後児保育事業
1-2:自治事務（できる
規定あり）

2:委託

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名

西岡　英治 好光　慎吾

運営

鴨川　信介

948-6412

﨑山　莉絵

川﨑　俊彦 巻田　直樹 清水　ともみ

事務事業名
（施策コード）
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 4

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 5,600

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 設置目標数を達成している。

成果指標

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、令和２年度では、利用者が例年の３０％程度に落ち込んでいるものの、各施設で、従来通りの面積や配置保育士を確保し
ており、柔軟な受入れができている。

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、令和２年度では、利用者が
例年の３０％程度に落ち込んでいることから、令和３年度では、感染症
流行前の実績値の半数まで利用者数を回復させ、令和４年度までに、
感染症流行前の実績値まで利用者数を回復させることを目指す。

本指標の設定理由
利用者数が増加することは、必要な際に本事業を利用できるという保
護者のニーズにこたえることであり、子育て支援につながるため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

2,800 5,600

5,372 5,527 1,662

成果指標

（3つまで設定可）

利用人数
人

6,600 6,600 7,800

81 84 22

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

松山市子ども・子育て支援事業計画での設定

本指標の設定理由
松山市子ども・子育て支援事業計画での設定

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

4 4

4 4 4

活動指標

（3つまで設定可）

実施施設数
施設

4 4 4

100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

100
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 18 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

運営に関する経費を給付費として適切に給付
する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

各施設からの給付費の申請に基づき、入所児
童数を確認したうえで、適切に給付費を支給

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定通りに事業が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 適切に運営費を支弁することにより、各施設での教育・保育を実施することができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 5,072,102 -93,394

主な取組み内容

認定こども園に対し、運営費を支弁する。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：5,677,942千円 負担金補助及び交付金：5,975,496千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

96,529千円流用による増

その他 0 0 0

一般財源 0 1,386,402 1,696,812

0 1,516,483 1,590,609

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 5,678,280

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 2,775,395 2,688,405

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 5,072,102 5,584,886 5,975,826

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

平成18年に就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（認定こども園法）が施行された。
平成27年度からは、子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、施設型給付認定こども園事業に名称変更した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

市内に設置されている認定こども園にかかる運営費用を給付費として給付する。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

松山市子ども・子育て支援法施行条例、松山市子ども・子育て支援法施行細則に基づき、世帯の収入に
応じた金額を負担。

事業の目的
（どのような状態にするか）

認定こども園に運営に係る経費を支弁することにより、保育・教育を必要とする子どもに対する保育・教育の提供と地域の子育て支援の場となることを目的とする。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 巻田　直樹 田村　健一

事務事業名
（施策コード） 施設型給付認定こども園事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

5:補助金・負担金

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名

西岡　英治 好光　慎吾

948-6412運営

鴨川　信介 鴨川　信介
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 6,757

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 入所定員に対して、高い入所率となっており、認定こども園での教育・保育実施が適切に行われている。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き事業を実施して保育の場を提供していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

人
0 0 0

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由

本事業の目的とする指標であるため。
（実績値は、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数値を記
載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

活動指標

（3つまで設定可）

認定こども園の利用定
員に対する入所者数

人
6,336 6,748

99 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

平成２７年度に新制度が施行された為、幼稚園や保育所から認定こど
も園になる等、施設の移行が未定である。当面の間は、各年度で対象
となる幼稚園の入所率を確認することによって、事業の実施状況を確
認する。

本指標の設定理由
目標値は、利用定員の合計であり、事業の実施上、参考となる指標で
あるため。（実績値は３月時点での入所者数）

0

待機児童数

0

6,838

101

6,916 6,9166,757

6,256 6,743

0

36 33 42
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 23 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

2 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名

西岡　英治 好光　慎吾

運営 948-6412

川﨑　俊彦 巻田　直樹 鍛本　夏那

事務事業名
（施策コード） 商店街保育事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

2:委託

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6412

西岡　英治

鴨川　信介 武井　晶

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 122

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法

事業の目的
（どのような状態にするか）

商店街の空き店舗を活用した保育室の整備を行い、小規模保育事業を実施することで、利用ニーズの高い3歳未満児の保育定員の拡充を図るとともに、一時的に児童を預かる託児事業や
子育て相談事業を併せて行うことで、商店街に来た子ども連れ世帯の利便性の向上と商店街の活性化を図る。

多様な保育サービスの充実
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づくりを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に
適切に対応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

総合戦略 2245

②松山への定着と新しい人の流れをつくる（移住定住対策）

取組み
③ 地域おこし協力隊制度を活用し、地域の実情や住民の要望に応じた課題の解決や地域の活性化を図
るとともに、任期終了後の定住に取り組みます。

②移住の促進

④移住体験・機会の充実

背景
（どのような経緯で開始した

か）

以前から本市では、待機児童対策として、保育所の創設や増改築による定員の拡大や事業の拡充などを行ってきたが、入所希望者の増大から、完全な解消とはならず、待機児童対策は、
重要な課題となっている。このような状況のなかで、商店街での保育事業の実施は、商店街やその周辺で就労している保護者からの需要は高く、また、併せて一時的に子どもを預かる託児
事業や子育て相談事業を展開することで、商店街に子ども連れで来る方の利便性も図れることから、平成２４年３月から本委託事業を開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

託児事業の一時預かりは最初の１時間までが400円、以降３０分毎に200円。保育料は、市で定める認可保
育所の保育料。

小規模保育事業・託児事業の利用児童への保育の提供や、子育て相談事業を実施している事業者に対し、委託料を支出。

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 47,746 50,437 52,016

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

8,709 8,580 10,781

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 47,709 42,060

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 21,462 22,594 21,562

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料38,911千円 委託料41,000千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 2,286 2,860 2,245

一般財源 15,252 8,026 17,428

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

コロナウィルス感染症による影響で、実施策が中止または延期になったため、予定どおりの事業が実施で
きなかったため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 待機児童数の減少に貢献している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 37 8,377

主な取組み内容

小規模保育事業、託児事業、子育て相談事業の実施

R3年度の目標

コロナ禍での対策を徹底し、小規模保育事業
として
①保育の利用を希望する子どもの受け入れ
②託児事業および子育て相談事業の利用者
数の拡大を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・小規模保育事業
・託児事業
・子育て相談事業

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

・マスク・手洗い・アルコール消毒・換気の徹底

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

〇環境変化：コロナ禍で実施するためのマスク・手洗い・アルコール消毒・換気の徹底。また、三密を避ける具体策の実施を徹底した。
〇障害・課題：特になし
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 18

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値 6.0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

活動指標

（3つまで設定可）

保育事業の受入れ児
童数（各年度3月時
点）

人
18 18 18

100 83 100

1日当たりの平均託児
児童数

指標の種類 1:単年度での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

本事業の実施状況を図る指標として相応しい。

47 42 33

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

受入れ可能な児童数（定員）までの受入れ

本指標の設定理由
目標値は、利用定員の合計であり、事業の実施上、参考となる指標で
あるため。（実績値は３月時点での入所者数）

人
6.0 6.0 6.0

2.8 2.5

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由

本事業の目的の一つが、待機児童数の減少であるため
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

0 0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 保育事業は目標を達成しており、託児事業は、更に利用増を見込める余地がある。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き事業を実施して保育の場を提供していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

18 18

6.0 6.0

36

最も人数を要する０歳児の保育は、基準上、保育士１人で0歳児3人ま
で可能であるため、２人で保育できる人数を６人と設定

2.1

18 15 18

0

33

0

42

0 00
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 26 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標
R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

例年対象調査をして該当があるかを把握している現状。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

運営補助については、私立幼稚園に事業が周知されており、意向を適切に反映できた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 幼稚園での長時間の預かりの実施、幼稚園の認定こども園への移行により、待機児童の解消に貢献している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 2,088 0

主な取組み内容

私立幼稚園に補助事業の周知

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補正予算なし 当初予算計上なし

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 0

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 2,088 0 0

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

待機児童の解消を図るために、幼稚園の認定こども園への移行を促進する必要性が高まったため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

幼稚園を9時間以上にわたり開園し、通常の教育時間の前後や長期休業期間中などに幼稚園の園児のうち希望者を対象に行う長時間預かり保育を実施する、認定こども園への移行を目指
す私立幼稚園。
①私立幼稚園に補助制度の周知
②私立幼稚園に対象児童の認定の通知
③私立幼稚園へ交付決定の通知
④私立幼稚園からの実績報告の確認
⑤私立幼稚園へ補助金を支出

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

待機児童解消を図るため、幼稚園を11時間以上にわたり開園し、通常の教育時間の前後や長期休業期間中などに長時間の預かり保育を実施し、認定こども園への移行を目指す私立幼稚
園に対し、運営費の支援を行うとともに、施設整備に要する費用の一部を補助する。

多様な保育サービスの充実
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づくりを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に
適切に対応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 122

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市幼稚園預かり保育事業運営・整備補助金交付要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 今村　真司 大内　智絵

事務事業名
（施策コード） 幼稚園長時間預かり保育支援事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

今井　元子 大内　智絵

令和2年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導 ９４８－６２２４

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 ９４８－６４１２

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 R6年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 補助対象施設の利用率100％を維持しており、今後も継続して事業の周知に努める。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き待機児童の多い3歳未満児の保育供給量の確保に努める。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由

子育て環境の充実を示す指標であるため
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

未定 未定 未定

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

すべての対象施設の利用促進を示す目標値であるため
第2期松山市子ども・子育て支援事業計画（令和2年度から令和6年
度）本指標の設定理由

子育て環境の充実と整備に寄与する指標であるため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 0

活動指標

（3つまで設定可）

補助対象事業者の利
用率

％
100 100 100

100 100 0

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 26 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

・保育士資格取得者への補助金を交付するこ
とで、資格取得にかかる費用の負担を軽減し、
保育士有資格者の確保に寄与する。
・保育支援者の雇用に対する補助や高等学校
等へ保育士の職業についての普及啓発を行う
ことで新たな保育士の確保に寄与する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・新規申請者からの計画書受理や、規程勤務
期間を終えた保育士への補助金交付。
・保育士支援者の雇用に際しての補助申請施
設へ補助金交付。
・研修や保育士の普及啓発の講師依頼。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

・保育支援者の雇用に際しての補助金申請の
交付方法等を検討し、より施設が申請しやすく
する。
・潜在保育士や保育士の再就職支援につい
て、市内状況等を踏まえながら検討する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

潜在保育士の掘り起こしや、再就職支援を愛媛県及び愛媛県保育士・保育所支援センターと連携して検討していく。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

補助申請者へ滞りなく補助金の交付ができた。
希望施設へ滞りなく、補助金の交付ができた。
多くの新任保育士が研修に参加することができた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 補助金の交付を滞りなく施設に交付することができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 31,293 36,505

主な取組み内容

・保育士資格取得支援事業実施計画書の受理。
・資格取得後、対象施設で1年以上勤務し、申請があった者への補助金交付。
・保育士への業務負担軽減のための保育支援者の雇用に対する補助を行う。
・新任保育士への職場定着研修の実施や高校生等へ保育士の職業についての普及啓発を行う。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：12,422千円 負担金補助及び交付金：48,867千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 -13,933 -11,747 24,854

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 7,167 12,690

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 21,100 24,437 24,433

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 38,460 49,195 49,287

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

待機児童の解消や、認定こども園の増加による（幼稚園教諭免許状と保育士資格の両方の免許・資格を有する）保育教諭の確保、並びに保育定員の拡充が行われてきたため、保育の担い
手である保育士の確保の必要性が高まった。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

【保育士資格取得支援事業】保育所等に就労する保育士資格を有していない保育従事者、幼稚園教諭免許状を有する者で保育士資格を有していない者を対象に、保育士資格を取得する
際の経費を補助
【保育体制強化事業】保育所等（保育所型認定こども園含む）、幼保連携型認定こども園を対象に、保育士の負担軽減のため保育支援者雇入経費を補助

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

保育の担い手となる保育人材の確保に寄与することで、待機児童の解消を図るとともに、子どもを安心して育てることができる環境整備を行う。

多様な保育サービスの充実
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 保育対策総合支援事業費補助金交付要綱、保育士資格取得支援実施要綱、保育体制性強化事業実施要綱、松山市保育士資格取得支援事業補助金交付要領

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

214

個別プログラム 笑顔を育むプログラ

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト 出会いから子どもの成長まで「つながる未来を応援するまちづくり」プロジェクト

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み 子どもの拠点・居場所づくり

川﨑　俊彦 難波　浩治 安野　愛子

事務事業名
（施策コード） 保育士等確保支援事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

今井　元子 武井　晶 宗岡　愛

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 46

実績値 達成年度 Ｒ４年度

％ 達成度

目標値 目標値 35

実績値 達成年度 Ｒ４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 46

実績値 達成年度 Ｒ４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標
令和2年度は認定こども園へ移行した園がなく、また、新型コロナウイルス感染症の拡大によって、短期間で資格取得可能な講座が市内の養成校で開講されなかった
ことにより、目標値を下回った。

成果指標 計画受理数が目標を下回ったことにより、保育士資格者数も目標を下回った。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

計画受理数と同人数の資格取得者数を見込んでいるため。

本指標の設定理由

前年度、計画を受理した数が、翌年の補助金交付数となれば、当初の
予定どおり申請者が資格取得後1年以上勤務をしたこととなり、その累
計数が事業の成果となる。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

43 46

32 39 39

成果指標

（3つまで設定可）

保育士資格取得者数
人

32 39 43

100 100 90

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

子ども・子育て支援新制度の開始から5年以上が経過し、認定こども園
への移行も落ち着いてきたことや、認定こども園に勤務する職員の保
育士資格取得も進んできたことから、今後は個人での申請が中心にな
ることが考えられ、これまでの実績程の計画数は見込めない。

本指標の設定理由
本事業（保育士資格取得支援事業）により、資格を取得をめざす人数
を指標とすため。

指標の種類 1:単年度での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

これまでの交付申請施設数を考慮し、設定。

本指標の設定理由
この補助を利用し、支援者を雇った施設を指標とするため。

25 40

施設
35 35

43 46

35 40 40

活動指標

（3つまで設定可）

計画書受理数
（保育士資格取得支
援事業）

人
35 40 43

100 100 93

補助対象施設
（保育体制強化事業）

35 35

9 14

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 30 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 948-6882

西岡　英治 好光　慎吾

運営

川﨑　俊彦 巻田　直樹 巻田　直樹

事務事業名
（施策コード） 待機児童対策・保育の質向上事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

鴨川　信介 鴨川　信介

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

214

個別プログラム 笑顔を育むプログラ

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト 出会いから子どもの成長まで「つながる未来を応援するまちづくり」プロジェクト

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み 子どもの拠点・居場所づくり

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 122

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市保育所等定員弾力化事業実施要領、松山市産休・育休明け保育所等入園予約事業実施要綱等

事業の目的
（どのような状態にするか）

待機児童の解消及び保育サービスの充実による児童の福祉の向上を図ることを目的とする。

多様な保育サービスの充実
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づくりを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に
適切に対応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

背景
（どのような経緯で開始した

か）

全国的に保育士の確保が難しい状況を踏まえ、待機児童の多くを占める１，２歳児を既存の施設での受入れを増やす必要があったため。また、年度途中に育児休業から復帰する方が、安心
して休業できるようにする必要があったため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

４月に１，２歳児を定員を超えて受入れた場合に、超えた部分に対して助成を行う。また、育児休業に伴う入園予約制度については、４月から入園月の前月までの月数に応じた助成を行う。
助成先は、社会福祉法人等の長。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 198,935 236,036 230,846

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 252,247

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：252,247千円 負担金補助及び交付金：236,846千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

16,211千円流用

その他 0 0 0

一般財源 0 252,247 230,846

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

制度導入前と比べて１，２歳児の受入れが大幅に増加した。また、多くの方が入園予約することができた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 １，２歳児の受入れ児童数が増加するとともに、入園の予約によって、安心した育児休業取得につながった。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 198,935 -16,211

主な取組み内容

１，２歳児について、基準を満たした上で、定員を超えて受入れを行った施設に対し助成を行った。また、入園予約制度を実施し、実績のあった施設に対し助成を行った。

R3年度の目標

円滑に助成を行う。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

事業の趣旨を各施設に理解していただいた上
で、１，２歳児の受入れを促進する。また、入園
予約についても可能な限り促進する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

保育士及び保護者の負担軽減のため、新た
に使用済み紙おむつの処分事業に取り組む。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

更なる待機児童対策や保育の質改善に向けた取り組みが必要。
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 2,978

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

2,978 2,978

2,952 3,011 2,934

活動指標

（3つまで設定可）

１，２歳児の入所児童
数

人
2,978 2,978 2,978

99 101 99

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

１，２歳児の利用定員と、全国的に保育士の確保が難しい状況などを
踏まえて設定

本指標の設定理由
４月時点で１，２歳児の受入れを増やし、待機児童解消を目指すた
め。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

0 0 0

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

第6次松山総合計画に示す目標値であるため。

本指標の設定理由
本事業の目的とする指標であるため。（実績値については、前年度１
年間の成果である翌年４月１日時点の数値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 全国的に保育士の確保が難しい状況の中で、１，２歳児の受入れを最大限行っている状況である。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き待機児童の中心である３歳未満児の保育供給量を確保していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

3 2

R3年度の目標

必要な契約等を実施し、経費を滞りなく支出
する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・公立委託保育所への運営委託費の支出。
・公立直営保育所等の運営に必要な工事請
負費、手数料、委託料等の支出。
・紙おむつ処分の業務委託費の支出。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

業務内容の見直し等保育士の負担軽減への
対策を考える。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

当初予定していた取組が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 公立保育所等に通う子どもの保育に貢献しているため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 290,518 93,535

主な取組み内容

・公立委託保育所への運営委託費の支出
・公立直営保育所等での修繕工事

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料：　　　1,305,339千円 委託料：1,372,053千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

予算額のうち16,792千円は前年度繰越分
決算額のうち11,002千円は前年度繰越

その他 172,562 135,508 149,614

一般財源 1,742,061 1,281,947 1,348,593

12,595 10,890 12,130

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 1,942,174 1,439,265

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 14,956 10,920 12,223

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 2,232,692 1,532,800 1,522,560

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

児童福祉法24条による保育の実施。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

・公立直営保育所及び認定こども園（全15園）の施設修繕等の工事請負費など運営に関する費用
・公立委託保育所（全10園）の運営委託料

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

直営または委託園による定した保育サービスを提供すること。
また、公立の保育所等について、施設の修繕や点検業務などを実施するとともに、施設を適切に維持管理すること。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 中丸　まどか

事務事業名
（施策コード） 保育所事務費

1-1:自治事務（実施規
定なし）

2:委託

巻田　直樹 中丸　まどか

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6872

西岡　英治 好光　慎吾
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

3 2

R3年度の目標

必要な契約等を実施し、経費を滞りなく支出
する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・公立保育所等での給食費支出
・公立保育所等での給食費、燃料費支出
・公立保育所等での保育教材費支出

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

当初の予定どおり、給食費等の支出ができたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 公立保育所等に通う子どもの保育に貢献しているため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 50,618 58,070

主な取組み内容

・公立保育所等での給食費支出
・公立保育所等での給食燃料費支出
・公立保育所等での保育教材費支出

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

需用費：107,336千円 需用費：154,846千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による減あり

その他 45,367 89,006 73,507

一般財源 45,084 26,237 89,839

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 131,244 115,243

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 40,793 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 181,862 173,313 163,346

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

公立保育所で安定した保育を実施するため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

公立直営保育所及び認定こども園（全15園）の子どもを対象に、公立直営保育所等での給食費や保育教材費等を支出。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

公立直営保育所等の給食食材や保育教材等の一般保育に要する経費を支出し子どもの保育の充実を図ることを目的とする。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 中丸　まどか

事務事業名
（施策コード） 保育所事業費

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

巻田　直樹 中丸　まどか

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治 好光　慎吾
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

一時保育が必要な児童を、いつでも受け入れ
可能な状態をめざす。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

事業実施施設の増加に取り組む。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業未実施施設に対し、子育て支援事業とし
て事業実施を目指す。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

年度の後半になると、保育所を希望しても入所ができない子どもの利用が増え、予約ができない状況があり、事業実施施設の増加を検討する必要がある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定通りに事業が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 事業実施により、保護者の心理的・身体的負担の軽減に貢献できているため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 2,954

主な取組み内容

公立直営園等１０園（八雲・朝美・山越・久米・味生・粟井・余土・高浜保育園・もものはなこども園・中島こども園）で一時預かり事業を実施。
※もものはなこども園・中島こども園・粟井・高浜保育園は余裕活用型。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

需用費：2,099千円 需用費：4,383千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 1,786 748 1,601

一般財源 2,413 0 0

4,200 747 1,601

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 15,012 2,242

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 6,613 747 1,601

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 15,012 5,196 4,803

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保育所等を利用していない家庭でも、日常生活上の突発的な事象や社会参加などにより、一時的に家庭での保育が困難となる場合がある。また、育児疲れによる保護者の心理的・身体的
負担を軽減するための支援として事業が開始された。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市公立直営保育所１０園
家庭で保育を受けることが一時的に困難になった乳幼児について、主として昼間に、保育所で一時的に預かり、必要な保育を行う事業。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

１日1,500円（非課税世帯1日４００円・生活保護受給世帯、ひとり親非課税世帯、障がい有非課税世帯は
無料）

事業の目的
（どのような状態にするか）

保護者らの就労や、傷病・入院、災害・事故、育児等に伴う心理的・肉体的負担を解消するため、緊急且つ一時的な保育の実施を促進することを目的とする。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1345

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
⑤ 通常の保育時間以外に保育する「延長保育」、一時的に保育が必要となった際の「一時預かり」、病気
の子どもを家庭で保育できない場合に医療機関で保育する「病児・病後児保育」など、保護者の育児への
負担感の軽減や、子育てと就労との両立支援に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

④子育て支援の充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、松山市一時預かり事業実施要綱、松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 松井　しのぶ

事務事業名
（施策コード） 一時預かり事業（公立分）

1-2:自治事務（できる
規定あり）

1:直営

巻田　直樹 松井　しのぶ

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 ９４８－６８７２

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 ９４８－６８７２

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 10

実績値 達成年度 R４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 Ｒ４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 園の地域の状況に応じて実施施設数や類型を検討した。

成果指標
保育需要が増加するなか、一時預かり事業の利用対象者は保育園への入園を希望している保護者だけでなく、リフレッシュを目的とした保護者も利用しており、今後
も引き続き利用希望者は増える見込みである。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため
本指標の設定理由

本事業の実施にもかかわる指標であるため。
（実績値については、前年度1年間の生花である翌年4月1日時点の数値を記
載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

0 0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

公立園での実施を想定しているため
本指標の設定理由 より多くの子どもを預かることのできる環境を作るため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

10 10

11 10 10

活動指標

（3つまで設定可）

実施公立直営施設数
施設

9 10 10

122 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11122 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 23 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

これまでに芝生化した市立保育所9園の芝生
の状態を良好に保つ。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

目砂散布等により、芝生の維持管理を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

芝生化面積が狭く、児童数の多い実施園での
芝生の養生方策について、専門業者のアドバ
イスを得ながら検討を行っていく。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

芝生化面積が狭く、児童数の多い実施園は、芝生への負担が大きいため、部分的に擦り切れてしまう場合がある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

芝生の効果として、子どもが園庭でのびのび遊ぶことができ、運動習慣の構築やコミュニケーション能力の
向上、怪我の大幅な減少などの効果があった。また、園庭の砂埃が減少した。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 保育所内で園児がのびのびと遊べる環境を整えることに繋がった。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 757 252

主な取組み内容

これまでに芝生化した市立保育所9園の園庭の芝生の維持管理

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料:3,614千円
消耗品費:326千円
原材料費:28千円

委託料:3,827千円
消耗品費:362千円
工事請負費:110千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 5,419 3,977 4,403

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 5,419 3,977

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 6,176 4,229 4,403

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

全国的に保育所や学校の園庭・校庭を高度な技術や高い整備費を必要としない方法で芝生化する動きが盛んになり、子どもの運動能力の向上やケガの防止、園環境の向上などの効果が
確認されたため、本市でも、市長の公約として平成23年度から事業を開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

【対象】
市立保育園（実施の9園）に通う子ども、保護者と地域住民
【事業内容】
・これまでに芝生化した市立保育園（朝美、八雲、山越、粟井、浅海、石井、生石、道後、余土）の園庭の芝生の維持管理と、よりよい管理方法の検討。
・園庭芝生の発育を促すため、受託業者（株式会社愛媛庭園等）へ委託料を支出してメンテナンスを実施。

事業の目的
（どのような状態にするか）

保育所、家庭、地域が協力して保育園庭の芝生化を行い、園児がのびのびと遊べる環境を整えることを目的とする。

保育施設の整備 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 第2期松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 八塚　直人 大森　康喜

事務事業名
（施策コード） 保育園庭芝生化事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

大西　一成 大森　康喜

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設整備 948-6998

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設整備 948-6998

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 9

実績値 達成年度 Ｒ4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 園庭の芝生のメンテナンスを行うことで、芝生化した市立保育所数を維持することができた。

成果指標

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

園児の運動習慣の構築やコミュニケーション能力の向上に繋がっている。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現在芝生化している園を継続して、維持管理を行う。

本指標の設定理由
芝生化に取り組んだ市立保育園の数を示す指標であるため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

9 9

8 9 9

活動指標

（3つまで設定可）

芝生化実施園数
園

8 9 9

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

37



令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 副主幹

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 27 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↑

1 2

R3年度の目標

・保護者の育児への負担感の払拭に寄与す
る。
・引き続き、長時間就労の保護者のニーズに
対応する。
・長期休業中も在園児が友達と過ごすことがで
きる環境を整える。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・通常教育日
　教育時間終了後から17時まで（荏原）
　教育時間終了後から18時まで（三津浜）
　教育時間開始前７時30分から8時30分まで
　及び教育時間終了後から18時まで（石井）
・長期休業日
　8時30分から17時まで（荏原）
　　　※坂本の園児も利用可
　8時30分から18時まで（三津浜）
　７時30分から18時まで（石井）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

石井での教育時間開始前の預かり保育実施
のため、従事者を増員する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

・保育所に入所できなかった子どもの受け皿的な役割となっており、長時間就労の保護者ニーズへの対応がさらに求められる。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

・事業が定着し、利用が伸びた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 核家族化により、子どもの預け先のない家庭への育児負担の軽減となっている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 1,484

主な取組み内容
・保護者の短時間就労や急用等の際、申し出に応じて、平日の教育時間終了後及び長期休業中に在園児を対象に一時預かりの実施を継続した。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

給料：　7,265千円 給料：　7,265千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 1,708 3,260 2,503

一般財源 10,122 10,068 10,255

1,350 1,266 1,447

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 14,652 15,860

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 1,472 1,266 1,447

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 14,652 17,344 15,652

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 教育費 幼稚園費 幼稚園費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

核家族化により、保護者の通院や急用時に子どもの預け先のない家庭が増え、育児の負担感にもつながっている。また、家事等に無理のない範囲で就労を希望する保護者も増加傾向にあ
り、「預かり保育」のニーズが高まっている。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

実施幼稚園：三津浜幼稚園・石井幼稚園・荏原幼稚園
保護者の短時間就労や急用等の際、申出に応じて市立幼稚園で平日の教育時間終了後や長期休業中に、在園児の一時預かりを実施する。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

利用料金：教育活動実施日　15時30分まで1時間100円、15時30分から30分100円
　　　　　　　長期休業日　　　　8時30分から30分100円、9時から１時間100円

事業の目的
（どのような状態にするか）

「親も子も育つ幼稚園」をモットーに、親子のふれあいを深める親子体験活動の提供や保護者サークルの支援など、親子一体型の子育て支援に努めつつ、「預かり保育」を実施し、公私立の
区別なく子育て環境を整える。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略 1345

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
⑤ 通常の保育時間以外に保育する「延長保育」、一時的に保育が必要となった際の「一時預かり」、病気
の子どもを家庭で保育できない場合に医療機関で保育する「病児・病後児保育」など、保護者の育児への
負担感の軽減や、子育てと就労との両立支援に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

④子育て支援の充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市一時預かり事業実施要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

212

個別プログラム 笑顔を育むプログラム

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト 出会いから子どもの成長まで「つながる未来を応援するまちづくり」プロジェクト

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み 安心して出産・子育てができる環境の整備

川﨑　俊彦 難波　浩治 辻田　恵美

事務事業名
（施策コード） 市立幼稚園預かり保育事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

巻田　直樹 中村　真理

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951 

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951 

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 3

実績値 達成年度 Ｒ４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 80

実績値 達成年度 Ｒ４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 三津浜幼稚園、石井幼稚園、荏原幼稚園で預かり保育事業を実施することができ、目標を達成した。

成果指標 利用者の満足は得られたものの、現在設定されている事業実施日、実施時間以外にも保護者の就労時間の延長等から新たなニーズが生まれている。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

事前に得た保護者のニーズと、費用対効果を総合的に判断した。

本指標の設定理由
現在、実施園により地域性が異なるため、前年度目標をクリアしていて
も、次年度それ以上の目標を設定することが難しい。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

80 80

82 76 85

成果指標

（3つまで設定可）

事業実施満足
（利用率）

％
80 80 80

103 95 106

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

地域性や園規模を考慮するとともに、費用対効果を踏まえた当面の実
施園数。

本指標の設定理由
先行園での実施状況を検証しながら、他園への拡大を検討するため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

3 3

3 3 3

活動指標

（3つまで設定可）

実施園数
園

3 3 3

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

39



令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11124 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 13 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

補助対象施設の利用率100％を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

地域保育所に対し補助事業の周知。補助対
象施設に補助金の交付。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

他の自治体の実施状況などを研究し、必要に
応じて要綱改正を検討する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

保育需要が増加しており、国の動向を注視するとともに、他の自治体の支援状況を研究する。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

補助制度が地域保育所に周知されている。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 地域保育所の運営等を支援することにより、入所児童の健康・福祉の向上、保育士の確保、待機児童の解消に貢献している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 4,769 7,578

主な取組み内容

地域保育所に補助事業の周知。
補助対象施設に補助金の交付。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：26,744千円 負担金補助及び交付金：33,279千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 28,700 26,626 33,161

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 28,818 26,744

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 118 118 118

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 33,587 34,322 33,279

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

認可外保育施設での保育環境の悪化が全国的に問題となり、保育環境の整備及び入所児童の健康・福祉の向上の必要性が高まったため。（平成13年度～）

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

要件を満たす地域保育所
①地域保育所に補助制度の周知
②地域保育所へ交付決定の通知
③地域保育所からの実績報告の確認
④地域保育所へ補助金を支出

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

地域保育所（認可外保育施設）の運営費を補助し、入所児童の健康・福祉の向上を図る。

地域保育所への支援
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づくりを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に
適切に対応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

総合戦略 1345

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
⑤ 通常の保育時間以外に保育する「延長保育」、一時的に保育が必要となった際の「一時預かり」、病気
の子どもを家庭で保育できない場合に医療機関で保育する「病児・病後児保育」など、保護者の育児への
負担感の軽減や、子育てと就労との両立支援に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

④子育て支援の充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 122

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市地域保育所補助金交付要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

好光　慎吾 今村　真司 大内　智絵

事務事業名
（施策コード） 地域保育所施設運営補助事業

1-2:自治事務（できる
規定あり）

5:補助金・負担金

今井　元子 大内　智絵 武井　晶

令和2年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導 948-6224  

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6412

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 補助対象施設の利用率はほぼ100％を維持しており、今後も継続して事業の周知に努める。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き待機児童の多い3歳未満児の保育供給量の確保に努める。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

すべての対象施設の利用促進を示す目標値であるため

本指標の設定理由
入所児童の健康・福祉の向上に寄与する指標であるため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 96

活動指標

（3つまで設定可）

補助対象事業者の利
用率

％
100 100 100

100 100 96

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主任 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11124 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 19 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

補助対象の事業者の利用率100％を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

補助対象の事業者に補助事業の周知・補助
対象の事業者に補助金の交付。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

国の新制度、他の自治体の実施状況などを研
究し、必要に応じて要綱改正を検討する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

厚生労働省（愛媛労働局）の「事業所内保育施設設置・運営等支援助成金」の新規申請受付は平成27年度で終了したため、今後は減少が見込まれる。代わりに平成28年度から事業所内保
育施設を設置する場合は、内閣府の企業主導型保育事業を活用できるよう制度が変更されている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

補助制度が事業者及び利用者に周知され、計画通りの利用状況である。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 事業所内保育施設の設置及び利用の促進により待機児童の解消に貢献している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 837 1,808

主な取組み内容

補助対象の事業者及び利用者に補助事業の周知。
補助対象の事業者及び利用者に補助金の交付。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金：　 3,085千円 補助金：3,687千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 4,056 3,085 3,687

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 4,056 3,085

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 4,893 4,893 3,687

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

待機児童の解消を促進するために、事業所内保育施設の設置及び利用を促進する必要性が高まったため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

厚生労働省（愛媛労働局）の「事業所内保育施設設置・運営等支援助成金」を受給する事業者
①事業所内保育施設（認可外保育施設）に補助制度の周知
②事業所内保育施設（認可外保育施設）へ交付決定の通知
③事業所内保育施設（認可外保育施設）へ補助金を支出

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

事業所内保育施設の設置及び運営に要する経費を補助し、待機児童の解消を促進するとともに児童の保育環境の充実を図る。

地域保育所への支援
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づくりを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に
適切に対応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

総合戦略 1345

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
⑤ 通常の保育時間以外に保育する「延長保育」、一時的に保育が必要となった際の「一時預かり」、病気
の子どもを家庭で保育できない場合に医療機関で保育する「病児・病後児保育」など、保護者の育児への
負担感の軽減や、子育てと就労との両立支援に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

④子育て支援の充実

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約 122

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市事業所内保育施設整備促進事業補助金交付要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

好光　慎吾 今村　真司 今井　元子 大内　智絵

事務事業名
（施策コード） 事業所内保育施設整備促進事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

今井　元子 金子　陽平 﨑山　莉絵

令和2年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導 948-6224  

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 R３年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 補助対象の事業者及び利用者の利用率は100％を維持しており、今後も継続して事業の周知に努める。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き待機児童の多い3歳未満児の保育供給量の確保に努める。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
待機児童数

0 0 0

0

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

すべての対象施設の整備促進を示す目標値であるため
第2期 松山市子ども・子育て支援事業計画（令和2年度から令和6年
度）本指標の設定理由

事業所内保育施設の整備に寄与する指標であるため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

活動指標

（3つまで設定可）

補助対象事業者の利
用率

％
100 100 100

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主任 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11132 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 19 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治 好光　慎吾

川﨑　俊彦 今村　真司 今井　元子 大内 智絵

事務事業名
（施策コード） 地域保育所保育料補助事業

1-2:自治事務（できる
規定あり）

5:補助金・負担金

今井　元子 金子陽平 﨑山莉絵

令和2年度
保健福祉部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導 948-6224  

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 自立支援や経済的支援の推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市地域保育所入所第３子等保育料補助金交付要綱

事業の目的
（どのような状態にするか）

18歳以下の児童が3名以上いる世帯に、地域保育所（認可外保育施設）へ通う3人目以降の児童の保育料を補助し、多子世帯への経済負担を軽減することで子育て環境の整備を図る。

子育て世代に対する経済的な支援の推進 -

総合戦略 1351

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ① 子どもの医療費の助成など、子育て世帯の経済的負担の軽減に取り組みます。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑤子育て世帯の経済的負担軽減

背景
（どのような経緯で開始した

か）

認可保育施設では、多子世帯の3人目以降の児童の保育料を無料または半額としていることから、地域保育所（認可外保育施設）の利用者の経済的負担を軽減する必要性が高まったため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象児童の保育料に対して軽減措置を講じる地域保育所に、軽減した額を補助金として交付する。
①地域保育所（認可外保育施設）に補助制度の周知
②地域保育所（認可外保育施設）の対象児童の認定の通知
③地域保育所（認可外保育施設）へ交付決定の通知
④地域保育所（認可外保育施設）へ補助金を支出

受益者負担の状況 負担の有無 2:無し
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

利用者負担有り（全額補助を除く）

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 98,159 12,293 13,837

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

3,932 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 30,522 12,857

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 7,864 0 0

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：　12,857千円 負担金補助及び交付金：13,837千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

564千円流用による増

その他 0 0 0

一般財源 18,726 12,857 13,837

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

補助制度が地域保育所に周知された。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 多子世帯の経済的負担を軽減することで子育て環境の整備に貢献している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 67,637 -564

主な取組み内容

地域保育所（認可外保育施設）に補助事業の周知。
補助対象者に補助金の交付。

R3年度の目標

補助対象児童のいる地域保育所の利用率
100％を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

地域保育所に対し補助事業の周知。
補助対象施設に補助金の交付。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

他の自治体の実施状況などを研究し、必要に
応じて要綱改正を検討する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

企業主導型保育事業創設による対象者の増加。
令和元年度の保育料無償化の影響を受け、対象者が増加傾向にある。
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

100 100

100 100 100

活動指標

（3つまで設定可）

補助対象児童のいる
地域保育所の利用率

％
100 100 100

100 100 100

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

対象世帯すべての経済的負担の軽減を示す目標値であるため。
第２期松山市子ども・子育て支援事業計画（令和2年度から令和6年
度）本指標の設定理由

補助対象児童がいる多子世帯の軽減負担の状況を示す指標であるた
め。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

0 0

36 33 42

成果指標

（3つまで設定可）

待機児童数
人

0 0 0

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由
子育て環境の充実を示す指標であるため。（実績値については、前年
度1年間の成果である翌年4月1日時点の数値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 補助対象児童のいる地域保育所の利用率は100％を維持しており、今後も継続して事業の周知に努める。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き待機児童の多い3歳未満児の保育供給量の確保に努める。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11132 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

令和 2 ～ 令和 5

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども子育て担当 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6951

西岡　英治 好光　慎吾

川﨑　俊彦 難波　浩治 山下　実花

事務事業名
（施策コード） 子育てのための施設等利用給付事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

河野　浩武 安野　愛子

令和2年度
子ども子育て担当 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 自立支援や経済的支援の推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 子ども子育て支援法

事業の目的
（どのような状態にするか）

子育て世帯の経済的負担の軽減に寄与する。

子育て世代に対する経済的な支援の推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

背景
（どのような経緯で開始した

か）

幼児教育・保育の負担軽減を図る少子化対策や生涯にわたる人格形成、義務教育の基礎を培う幼児教育の重要性に鑑み、子ども・子育て支援法が改正され、令和元年10月から幼児教育・
保育の無償化が実施されることとなった。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

無償化対象施設：松山市民が利用する私立幼稚園、認定こども園、一時預かり事業実施施設、認可外保育施設（企業主導型除く）、病児・病後児保育事業実施施設、ファミリーサポート実施
施設
幼児教育・保育の無償化対象施設としての「確認」が完了した施設に通う子どもに係る給付費を施設又は保護者に給付する。また、新制度未移行幼稚園に通う低所得世帯に対する実費徴
収額（副食費）の補足給付を行う。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 0 1,594,201 1,303,755

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

0 280,807 325,244

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 1,035,795

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 564,828 652,228

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：1,007,881千円 負担金補助及び交付金：1,270,318千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による減あり
私立幼稚園保育料補助事業が本事業に統合

その他 0 0 0

一般財源 0 190,160 326,283

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

対象者に滞りなく給付を行った。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 対象施設の無償化により、多くの家庭の経済的負担の軽減に寄与できた。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 558,406

主な取組み内容

幼児教育・保育の無償化対象施設としての「確認」が完了した施設に通う子どもに係る給付費を施設又は保護者に給付する。また、新制度未移行幼稚園に通う低所得世帯に対する実費徴
収額（副食費）の補足給付を行う。

R3年度の目標

・対象者について滞りなく給付を行う。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

幼児教育・保育の無償化対象施設としての
「確認」が完了した施設に通う子どもに係る給
付費を施設又は保護者に給付する。また、新
制度未移行幼稚園に通う低所得世帯に対す
る実費徴収額（副食費）の補足給付を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 12

実績値 達成年度 R2年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 13

実績値 達成年度 R1

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

12 12

0 6 12

活動指標

（3つまで設定可）

施設等利用費支払い
回数

回
0 6 12

0 100 100

指標の種類 6:現状維持を目指す指標（減を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

施設等利用費については月1回の年12回支払うため、12とした。

本指標の設定理由
もれなく支払うことを指標として掲げたため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

13 13

0 15 13

成果指標

（3つまで設定可）

施設等利用費対象の
園数

園
0 15 13

0 100 100

指標の種類 6:現状維持を目指す指標（減を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

施設等利用費の対象園数としたため。

本指標の設定理由
施設等利用費を支払った園が成果となるため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 対象施設にもれなく支払うことができた。

成果指標 保護者の経済的負担の軽減に寄与できた。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11121 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 元 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 12月補正

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

3 3

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6412

西岡　英治 好光　慎吾

川﨑　俊彦 巻田　直樹 梶田　晋一郎

事務事業名
（施策コード） 児童措置費国庫負担金等精算返納事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

7:その他

鴨川 信介 藤堂　裕人

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 子ども・子育て支援法

事業の目的
（どのような状態にするか）

児童措置費国庫負担金等について、実績に基づき返還を行う。

親と子が集える拠点づくりの推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

背景
（どのような経緯で開始した

か）

令和元年度概算払いで交付された国庫負担金等について実績の確定に伴い、返還を行う。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

国または県に対し返還を行う。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 313,128 350,879 0

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2予算措置時期

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 313,128 351,022

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

償還金利子及び割引料：351,022千円 償還金利子及び割引料：0円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

12月補正
流用143千円

その他 0 0 0

一般財源 313,128 351,022 0

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定どおり、国へ返還できた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

4:どちらもいえない 左記の理由 貢献度を図る内容ではない

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 -143

主な取組み内容

保育所等の運営経費に関する国の負担金について、見込みによる概算額で交付されていたが、実績に基づき差額が発生したため、12月補正に計上し、適切に国に返還を行った。

R3年度の目標
R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

該当なし
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

21123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 1:有り

令和 1 ～ 令和 3

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

平井保育園及び浮穴保育園の解体工事、屋
外整備工事を実施し、完了する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

平井保育園及び浮穴保育園の解体工事、屋
外整備工事を実施する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

工事を進めていく中で、地元から出た各種要
望について、今後も誠意をもって説明を行い、
理解を得ていくことに努める。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

工事を進めていく中で、地元からの各種要望が出るため、その調整等が必要不可欠である。
R2年度で新園舎の建設工事は完了したため、全ての公立保育所等の耐震化が完了したが、解体や屋外整備工事といった一部の工事は未完了であるため、R3年度に実施する必要がある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

一部繰越があったが、概ね当初目標どおり実施できた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 一部繰越があったが、概ね当初目標どおり整備を実施できたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 138,265 89,388

主な取組み内容

・伊台保育園の仮設園舎を設置継続、撤去（繰越分）
・伊台保育園の屋外整備工事（繰越分）
・平井保育園及び浮穴保育園の総合設計業務委託（繰越分）
・平井保育園及び浮穴保育園の囲障整備工事（繰越分）
・平井保育園及び浮穴保育園の新園舎建設工事（現年分）

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

工事請負費:612,338千円
委託料:18,913千円
備品購入費:8,794千円

工事請負費:135,939千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

決算額のうち、47,471千円は前年度繰越分 予算額のうち、81,039千円は前年度繰越分

その他 0 0 0

一般財源 182,535 366,559 85,139

0 0 0

市債 99,700 281,300 50,800

決算額 (B)　（単位：千円） 282,235 647,859

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 420,500 737,247 135,939

始期・終期（年度） 終期の種別 1:事業の終了時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

公立保育所等は、昭和40～50年代にかけて整備されたものが多く、計画的に大規模改修や建替えを行う必要がある。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

公立保育所等のうち、耐震性に問題のある園舎や老朽化した園舎を整備するため、競争入札等で落札した松山市建設工事等競争入札参加有資格者名簿に登録されている請負事業者へ
工事請負費を支出。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

公立保育所等の耐震化を進め、安全安心な保育環境を確保する。

その他の施設の耐震化 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 市有施設の耐震化

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 第2期松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 生活に安らぎのあるまち【安全・安心】

笑顔
プログラム

313

個別プログラム 笑顔を守るプログラム

政策 災害等に強いまちをつくる 重点プロジェクト みんなで守り助け合う「安心して暮らせるまちづくり」プロジェクト

施策 防災対策等の推進 主な取り組み 耐震化対策の推進

川﨑　俊彦 八塚　直人 大森　康喜

事務事業名
（施策コード） 公立保育所整備事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

4:工事（工事に伴う設
計委託含む）

大西　一成 大森　康喜

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設整備 948-6998

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設整備 948-6998

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 25

実績値 達成年度 R2年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標

成果指標 公立保育所等の耐震性を高めることにより、園児等の安全性が確保された。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

公立保育所等のうち、耐震性に問題のある園舎を整備する。
（R2年度の平井及び浮穴保育園の新園舎建設により、全ての公立保
育所等の耐震化が完了。R3年度は解体及び屋外整備工事を実施。）本指標の設定理由 公立保育所等の耐震化を進めるため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

25

22 23 25

成果指標

（3つまで設定可）

耐震化実施園数
園

26 25 25

85 92 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

活動指標

（3つまで設定可）

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 27 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

運営に関する経費を負担金として適切に支弁
する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

各施設からの加算認定の申請に基づき、入園
児童数を確認したうえで、適切に負担金を支
弁する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

当初予定していた事業が実施できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 適切に運営費を支弁することにより、各施設での教育・保育を実施することができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 9,924

主な取組み内容

幼稚園に対し、運営費を支弁する。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：788,456千円 負担金補助及び交付金：862,133千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 263,979 261,004 272,995

228,617 243,724 271,589

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 738,869 788,522

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 246,273 283,794 317,639

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 738,869 798,446 862,223

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

平成２７年度からの子ども・子育て支援新制度で創設された施設型給付のうち、新制度に移行した私立幼稚園の運営等に関する費用を子ども・子育て支援法等に基づき、給付する。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

私立幼稚園にかかる運営費用を給付費として給付する。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

保育料については、無償化の対象であるが、各施設での実費負担あり。

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 子ども・子育て支援法

事業の目的
（どのような状態にするか）

子ども・子育て支援新制度を円滑に実施するため、幼稚園に係る経費を支弁することにより、教育・保育の提供と地域の子育て支援の場となることを目的とする。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

事務事業名
（施策コード） 施設型給付幼稚園事業

1-2:自治事務（できる
規定あり）

1:直営

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営 948-6882

西岡　英治

令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名

西岡　英治 好光　慎吾

948-6224

鴨川　信介 井上　蒔万

運営

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度

川﨑　俊彦 河野　浩武 梶田　晋一郎

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 1,244

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 0

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 入所定員に対して、高い入所率となっており、幼稚園での保育実施が適切に行われている。

成果指標 保育需要は増加しているため、引き続き事業を実施して保育の場を提供していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

人

指標の種類 2:単年度での減少を目指す指標

最終目標値の
設定の考え方

第6次松山市総合計画に示す目標値であるため

本指標の設定理由

本事業をより効果的に実施することにより待機児童の解消の一助を担
うため。
（実績値については、前年度1年間の成果である翌年4月1日時点の数
値を記載）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 1:単年度での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

平成２７年度に新制度が施行された為、幼稚園から認定こども園にな
る等、施設の異動が未定である。当面の間は、各年度で対象となる幼
稚園の入所率を確認することによって、事業の実施状況を確認する。本指標の設定理由

目標値は、利用定員の合計であり、事業の実施上、参考となる指標で
あるため。（実績値は３月時点での入所者数）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

活動指標

（3つまで設定可）

幼稚園の利用定員に
対する入所者数

人
1,224

101

1,144

1,087

95

1,244

1,461

117

1,244 1,244

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

待機児童数

0 0 0

0

36

0

33 42

0 0 0

1,236
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 副主幹 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主幹 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

41111 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 元年度 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

3 2

R3年度の目標

現在の事業を継続して実施。
・幼児教育研修会３回
・参加者（施設）数の増加

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・育休代替の会計年度任用職員の配置
･委託による校務員の継続配置
・職員研修の実施

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

・業務内容の見直し
・募集時期の変更

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

・会計年度任用職員（幼稚園教諭）の応募人数が少なく、必要な人材確保が厳しくなってきている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

・必要となる職員等の確保ができた。
・各種研修に参加することができ、教育の質の向上につながった。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 本事業の実施により、市立幼稚園の幼児教育の振興を図ることができているため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 521

主な取組み内容

・臨時職員（幼稚園教諭）4名を配置
・校務員5園分を委託
・職員の各種研修会への出席

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料：6,038千円 委託料：6,386千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 22,792 9,044 13,239

56 6 30

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 22,904 9,056

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 56 6 30

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 22,904 9,577 13,299

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 教育費 幼稚園費 幼稚園費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

本市の市立幼稚園設置時期より継続して実施している。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

市内にある5つの市立幼稚園を対象。
市立幼稚園での幼児教育の振興を図るため、臨時職員の配置や校務員の委託、職員の研修等に係る費用を負担。
１．臨時職員の配置
２．校務員の委託配置
３．幼児教育支援員の配置
４．職員研修の充実　など

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

市立幼稚園の運営に関する費用を支出することにより、市内の幼児教育の振興を図ることを目的とする。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 学校教育法

基本目標 地域の魅力・活力がふれるまち【産業・交流】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 その他 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 辻田　恵美 中丸　まどか

事務事業名
（施策コード） 幼稚園事務管理費

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

巻田　直樹 中村　真理 中丸　まどか

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治 好光　慎吾
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主事 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

41116 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 29 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

市内幼稚園に通う園児の健康増進を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

本事業の対象となる幼稚園12園に補助金を交
付する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

特になし

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 園児の健康管理に寄与しているため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 770 743

主な取組み内容

市内の新制度に移行していない私立幼稚園に対し、園児の健康診断に要する経費の一部を補助する。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金：2,169千円 補助金：2,512千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 2,142 2,169 2,512

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 2,142 2,169

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 2,912 2,912 2,512

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 教育費 幼稚園費 幼稚園費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

本補助金は、市内の幼稚園教育の振興を図るため「私立幼稚園振興補助金」として昭和４８年から私立幼稚園に対して運営費の一部を補助していたものを、補助金の目的を明確にし、使途
制限を設け、より直接的に園児に還元できるような形に見直したものである。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

市内の新制度に移行していない私立幼稚園に対し、学校教育法及び学校保健安全法に定める園児の健康診断に要する経費の一部を補助する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

市内の私立幼稚園に通う園児の健康管理や、健康増進を図ることを目的とする。

その他 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市私立幼稚園園児健康診断補助金交付要綱

基本目標 地域の魅力・活力がふれるまち【産業・交流】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 その他 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 中丸　まどか

事務事業名
（施策コード） 私立幼稚園園児健康診断補助金

1-2:自治事務（できる
規定あり）

1:直営

今井　元子 大内　智絵 武井　晶

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 12

実績値 達成年度 R４年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 市内の私立幼稚園に通う園児の健康管理に寄与できた。

成果指標

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 1:単年度での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

本補助事業は、新制度に移行していない私立幼稚園を対象としてい
るため、年度により対象施設数が変動する可能性がある。そのため、
評価実施年度時点で対象となる全ての園数を目標値とする。本指標の設定理由

補助金を交付することで園児の健康増進を図ることができる。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

12 12

20 13 14

活動指標

（3つまで設定可）

対象幼稚園のうち本
補助金を交付した園
数

園
23 16 14

87 81 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主査 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

41131 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 23 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

市立幼稚園5園の芝生の状態を良好に保つ。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

目砂散布等により、芝生の維持管理を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

芝生の効果として、子どもが園庭でのびのび遊ぶことができ、運動習慣の構築やコミュニケーション能力の
向上、怪我の大幅な減少などの効果があった。また、園庭の砂埃が減少した。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 本事業の実施により、園児や地域の親子が、幼稚園でのびのびと動ける環境ができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 455 439

主な取組み内容

市立幼稚園5園の園庭の芝生の維持管理

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料:3,740千円
消耗品費:188千円
修繕料:30千円

委託料:4,127千円
消耗品費:272千円
修繕料:44千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 4,073 3,964 4,471

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 4,073 3,964

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 4,528 4,403 4,471

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 教育費 幼稚園費 幼稚園費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

全国的に保育所や学校の園庭・校庭を高度な技術や高い整備費を必要としない方法で芝生化する動きが盛んになり、子どもの運動能力の向上やケガの防止、園環境の向上などの効果が
確認されたため、本市でも、市長の公約として平成23年度から事業を開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

【対象】
市立幼稚園（全5園）に通う子どもと保護者、また、地域の親子
【事業内容】
市立幼稚園（坂本、三津浜、石井、荏原、五明）の園庭の芝生の維持管理と、よりよい管理方法の検討。
園庭芝生の発育を促すため、受託業者（協和環境整備工業株式会社）へ委託料を支出してメンテナンスを実施。

事業の目的
（どのような状態にするか）

園庭を芝生化することにより、園児や地域の親子がのびのびと遊べる環境を整えることで、幼稚園を拠点とした運動習慣の構築を図ることができる。

学校施設などの安全確保及び良好な学校環境整備 -

総合戦略 1363

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み ③ 保育所等待機児童の解消を目指して、認定こども園、保育所、地域型保育の保育定員を確保します。③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

⑥子育て拠点や居場所づくりの充実

主な取り組み 教育環境の整備

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 第2期松山市子ども・子育て支援事業計画

基本目標 健全で豊かな心を育むまち【教育・文化】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 子どもたちの生きる力を育む 重点プロジェクト -

施策 知・徳・体の調和のとれた教育の推進 主な取り組み -

川﨑　俊彦 八塚　直人 大森　康喜

事務事業名
（施策コード） 幼稚園庭芝生化事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

大西　一成 大森　康喜

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設設備 948-6998

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 施設設備 948-6998

西岡　英治 好光　慎吾
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 5

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 園庭の芝生のメンテナンスを行うことで、芝生化した市立幼稚園数を維持することができた。

成果指標

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

園児の運動習慣の構築やコミュニケーション能力の向上に繋がっている。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現在芝生化している園を継続して、維持管理を行う。

本指標の設定理由
H26に一度5園全園の芝生化を完了して以降、維持管理により、現状
を続けることを指標とする。（H29の1減は荏原の工事による）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

5 5

5 5 5

活動指標

（3つまで設定可）

芝生化実施園数
千円

5 5 5

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11132 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 一般会計 款 項 目 6月補正

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

令和2年度同様、該当者が判明した場合に
は、保護者の負担軽減を図ること。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

令和２年度同様、該当者が判明した場合に
は、保護者の経済的な負担を軽減するため、
助成を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

新型コロナウイルス感染症の感染者が確認さ
れた場合に、該当する方へもれなく補助できる
よう、関係機関と連携して周知等を図る。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

新型コロナウイルス感染症の感染状況変化が大きいことから、補助対象者や必要な事業費を見込むことが難しい。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

支援が必要なすべての方へ補助することができたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 少人数ではあるものの、保護者の負担軽減を図ることができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 4,604

主な取組み内容

新型コロナウイルス感染症の感染者が確認された１園で３名に対し補助を行った。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金16千円 補正予定

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

6月補正

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 16

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 16 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 0 4,620 0

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

民生費 児童福祉費 児童措置費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

新型コロナウイルス感染症の感染者が確認されたことに伴い、利用している保育所等が休園となった場合でも、他の保育サービスを利用せざるを得ない保護者の負担軽減を図るため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

以下の要件をすべて満たす保護者が対象。
①子どもが通っている保育所等が新型コロナウイルス感染症の感染者の確認により一時休園となった方
②保育の必要性が認められる子ども（保健所が濃厚接触者と特定した子どもを除く）で、保護者の就労や家庭の事情になどでやむを得ずベビーシッター等を利用した方
③市内に住所を有する方
④市税の滞納がない方

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

保育所等における新型コロナウイルス感染症の感染者の確認に伴う一時休園により、濃厚接触者でない子どもの保護者が、やむを得ずベビーシッター等を利用した場合に要した費用に助
成することで、経済的負担を軽減する。

子育て世代に対する経済的な支援の推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 自立支援や経済的支援の推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 中丸　まどか

事務事業名
（施策コード） ベビーシッター等利用料助成事業（新型コロナウイルス対応）

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

巻田　直樹 中丸　まどか

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治 好光　慎吾
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

19999 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 9月補正

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標

保育所等からの相談を待つだけでなく、積極
的な情報発信に努める。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

保育所等からの相談に対して専門医協力のも
と適切に対応するとともに、感染症対策等に関
する情報発信を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特になし

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特になし

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

相談いただいた保育所等の不安や疑問を解消するとともに、相談のなかった施設に対しても情報発信を
行った。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 保育所等の不安や疑問を解消することができた。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 1,619

主な取組み内容

感染症対策や職員のメンタルヘルスに関する保育所等からの相談に関して、専門の医師と連携して適切に対応する。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

報酬、報償費 報酬、報償費

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

9月補正

その他 0 0 0

一般財源 0 0 71

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 1,475

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 1,475 2,790

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 0 3,094 2,861

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中、感染症対策や職員のメンタルヘルスケアに取り組む保育所等を支援する必要があると考え当相談窓口を設置した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

保育所等からメールやFAXで寄せられる新型コロナウイルス感染症対策等に関する相談に対し、専門の医師と連携して適切に対応する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

相談窓口を設置し、専門の医師との連携により保育所等が抱える感染症に関する疑問や不安を解決することで、感染拡大の防止を図る。
併せて保育所等の職員のメンタルヘルスケアを行う。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 その他 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

川﨑　俊彦 難波　浩治 中丸　まどか

事務事業名
（施策コード） 保育士等感染症対策相談・支援事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

巻田　直樹 中丸　まどか

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951

西岡　英治

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6872

西岡　英治 好光　慎吾
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部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11132 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 2 ～ 令和 2

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 6月補正

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治 好光　慎吾

川﨑　俊彦 今村　真司 今井　元子

事務事業名
（施策コード） 認可外保育施設利用料減免事業（新型コロナウイルス対応）

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

今井　元子

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 自立支援や経済的支援の推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 学校教育法

事業の目的
（どのような状態にするか）

認可外保育施設の事業者が新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、登園の自粛を保護者に要請し、利用料を減額した場合に減少した利用料相当額を事業者に助成することで、施設
の収入安定を図るとともに保護者の経済的負担を軽減する。

子育て世代に対する経済的な支援の推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

背景
（どのような経緯で開始した

か）

新型コロナウイルス感染症が拡大し、全国で緊急事態宣言が出されるなどしたため。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

認可外保育施設と月極料金で契約を結んでいる利用者が、新型コロナウイルス感染拡大防止のために自主的に登園をしなかった場合、事業者が月極保育料を日割りで計算し減額した場
合に、減少した利用料相当額を事業者に助成する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 25,349 0

始期・終期（年度） 終期の種別 1:事業の終了時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2予算措置時期

0 0

市債 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 1,334

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 1,334 0

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金　1,334千円 補正予定

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

6月補正

その他 0 0

一般財源 0 0

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

補助制度を地域保育所に周知できた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 減少した利用料相当額を事業者に助成することで、施設の収入安定を図るとともに保護者の経済的負担を軽減する。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 24,015

主な取組み内容

地域保育所（認可外保育施設）に補助事業の周知。補助対象事業者に補助金の交付。

R3年度の目標
R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

今後のコロナウイルス感染症の拡大状況により、今後も事業継続について検討する必要がある。
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部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 5月補正 9月補正

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 運営指導担当 948-6224

西岡　英治 好光　慎吾

川﨑　俊彦 難波　浩治 安野　愛子

事務事業名
（施策コード） 新型コロナウイルス感染症対策事業（私立分）

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

今井　元子 金子　陽平

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951 

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市保育所等新型コロナウイルス感染症対策事業費補助金交付要綱

事業の目的
（どのような状態にするか）

保育所等での新型コロナウイルスの感染拡大を防止する。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

背景
（どのような経緯で開始した

か）

新型コロナウイルスが世界的に流行している中、保育所等にも消毒液などの感染拡大防止を図るための物品等に多額の経費を要していた。本市は国の第１次、第2次の補正予算を活用して
事業を開始することとした。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために必要な経費について松山市内の私立保育所等、延長保育事業実施施設、一時預かり事業実施施設、地域子育て支援拠点事業実施施設、病
児・病後児保育事業実施施設に補助する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 0 320,527 117,850

始期・終期（年度） 終期の種別 1:事業の終了時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2予算措置時期

0 56,831 16,883

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 132,091

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 184,215 100,967

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金：132,091千円 負担金補助及び交付金：117,850千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

5月補正、9月補正

その他 0 0 0

一般財源 0 -108,955 0

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

希望施設に滞りなく補助を行った。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るための必要経費について補助を行うことができたため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 188,436

主な取組み内容

私立保育所等の新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、感染症拡大防止を図るために購入した物品やかかりまし経費に対して補助を行った。

R3年度の目標

・希望施設に滞りなく補助を行う。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・私立保育所等の新型コロナウイルス感染症
拡大防止を図るため、感染症拡大防止を図る
ために購入した物品やかかりまし経費に対し
て補助を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

・新型コロナウイルス感染症拡大の状況につ
いて予見が難しいが、状況に応じて柔軟に対
応する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

・新型コロナウイルス感染症の拡大については予見ができない。
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部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

11123 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 5月補正 9月補正

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6872

西岡　英治 好光　慎吾

川﨑　俊彦 難波　浩治 安野　愛子

事務事業名
（施策コード） 新型コロナウイルス感染症対策事業（公立分）

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

巻田　直樹 丸橋　康子

令和2年度
子ども・子育て担当部 保育・幼稚園課 担当グループ名 教育保育支援 948-6951 

西岡　英治

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 地域全体で子育てを支える社会をつくる 重点プロジェクト -

施策 子育て環境の充実と整備 主な取り組み -

主な取り組み 子育て拠点や居場所づくりの推進

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市保育所等新型コロナウイルス感染症対策事業費補助金交付要綱

事業の目的
（どのような状態にするか）

保育所等での新型コロナウイルスの感染拡大を防止する。

多様な保育サービスの充実 -

総合戦略

-

取組み --

-

背景
（どのような経緯で開始した

か）

新型コロナウイルスが世界的に流行している中、保育所等にも消毒液などの感染拡大防止を図るための物品等に多額の経費を要していた。本市は国の第１次、第2次の補正予算を活用して
事業を開始することとした。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市内の公立委託園…新型コロナウイルス感染症拡大防止のために必要な経費について補助金を交付する。
松山市内の公立直営保育所等…新型コロナウイルス感染症拡大防止のために必要な物品等を購入する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 0 64,113 26,950

始期・終期（年度） 終期の種別 1:事業の終了時期

一般会計 民生費 児童福祉費 児童措置費 R2予算措置時期

0 11,617 4,983

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 0 29,024

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 18,216 21,967

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

消耗品費：8,014千円 消耗品費：13,880千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

5月補正、9月補正

その他 0 0 0

一般財源 0 -809 0

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

希望施設に滞りなく補助を行った。
公立直営保育所等については遅滞なく必要な物品を購入することができた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るための必要経費について事業を行うことが出来た。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 35,089

主な取組み内容

・公立委託園の新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、感染症拡大防止を図るために購入した物品やかかりまし経費に対して補助を行った。
・公立直営保育所の新型コロナウイルス感染症拡大防止のために物品等を購入する。

R3年度の目標

・希望施設に滞りなく補助を行う。
・公立直営保育所等については新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のために必要な物品に
ついて滞りなく購入する。 R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

・公立委託園の新型コロナウイルス感染症拡
大防止を図るため、感染症拡大防止を図るた
めに購入した物品やかかりまし経費に対して
補助を行う。
・公立直営保育所等について、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のために必要な物品を
購入する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

・新型コロナウイルス感染症拡大の状況につ
いて予見が難しいが、状況に応じて柔軟に対
応する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

・新型コロナウイルス感染症の拡大については予見ができない。

62


